
“福祉研ジャーナル”

“ FUKUSHIKEN JOURNAL ” IS A FREE PAPER  PUBLISHED BY HIBINOSEKKEI + FUKUSHIKEN. 
TOPIC:  ‘ABOUT  WELFARE FACILITIES  FOR 2023’ , ‘PROJECT REPORT’ , ‘ INTRODUCE OUR STAFF’ , ‘PAPAs DIARY
PUBLISH: HIBINOSEKKEI PUBLISHING     EDIT: TAKASHI URAGI / YOSHINOBU MAESHIRO / TATSUYA SUDA / YUKI ISHIYAMA /MISUZU ABE  
PHOTO: HIBINOSEKKEI + FUKUSHIKEN / STUDIO BAUHAUS     WEBSITE: HIBINO-FUKUSHI.COM

vol.05

2024高齢者や障害者のための施設を専門に設計す
る、日比野設計＋福祉施設研究所が発行するフ
リーペーパー。高齢者・障害者施設に関する情
報や最新のプロジェクト等を紹介します。

02.エントランスホール 03.リビング 04. 交流広場

01. エントランスとテラス

株式会社日比野設計　/    hibinosekkei.com
【本社】　〒243-0218　神奈川県厚木市飯山南 4-18-１　/　046-241-3339
【支社】　〒243-0014　神奈川県厚木市旭町 1-7-3 -3F　 /     046-230-6155

1972 年に創業した「株式会社 日比野設計」の福祉施設設計ブランド。
 日比野設計 +福祉施設研究所が携わった施設は全国に及ぶ。 株式会社日比野設計では、他にも幼児施設
専門の設計ブランド 「幼児の城」、 幼児施設インテリア設計のブランド 「KIDS DESIGN LABO」 、カフェ &
レストラン 「2343 FOODLABO」 や「2343 DEPARTMENT」、 保育園 「KIDS SMILE LABO」、 マルシェ 「ICHIGO 
MARCHE」 を運営。施設設計と運営の ノウハウを活かし、 様々な事業を循環型の事業として展開している。

01
visit day care centercontents
設計監理を担当したデイサービスを
訪問した様子をリポート

工事が進行しているプロジェクトの
現場をリポート

所長裏木による「時事と高齢者・障害者」 進行中プロジェクト等を紹介！

02
under construction report

03
chief 's voice

04
projects report

TOPICTOPIC

グループホームまんさく

f eature  p ro j e c t

福井県敦賀市の田園風景にたたずむ高齢者グループホームです。
9人×2ユニット・18 床と小規模で、利用者の個室からは畑や大自然
を望むことができます。木造平屋とすることで、木質感を感じられる
あたたかいしつらえとしています。地域の方々が気軽に立ち寄れる芝
生の広場では、小学校帰りの子ども達の遊び場となっており、いつも
賑わっています。それぞれの生活スタイルを尊重し、多世代が交流で
きる笑顔あふれる高齢者施設です。

HIBINOSEKKEI の HPはこちら
▼

SMILE LABO
KIDS

learn,play,eat,sleep,challenge with love

Nursery and Daycare
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縁ゆかり野田介護予防センター
利用希望者急増のデイサービスを訪問

社福
注目

参加費無料

理念共有が社福の未来を創る !

　猛暑が続く８月半ば、設計監理を担当した千葉県野田市に
ある高齢者のデイサービスセンター「縁ゆかり野田介護予防
センター」（以下「縁ゆかり））に伺ってきました。
2023 年４月にオープンした縁ゆかりは 25 人定員の半日デイ
という形で運営されていますが、中に入るとこの猛暑を吹き
飛ばしてくれるような活気あふれる雰囲気でした。
「自身の住み慣れた地域で出来る限り長く在宅で生活をするべ
きだ」という想いは、施設を運営する株式会社 K・コーポレー
ションの舘浦社長の強い理念となっています。

楽しい事が身体を動かす

活気あふれるデイサービス

利用者本人もご家族も、在宅での生活を希望する方は多いと
思います。「縁ゆかり」では在宅で生活するために日常の動作
である、トイレに行く・食事をする・お風呂に入るという基
本的な動作が一人で出来るように体の機能低下を防ぎ、最低
限の生活動作を維持するという事を明確に目標付けし、体を

訪れる人も元気になる
職員も高齢者も、ここでの楽しい半日を繰り返しているうち
に元気になっているのです。施設を訪れると私達まで元気を
もらう事ができます。
この猛暑で、この施設の特徴にもなっている外部の散策路や
畑作業、足湯といった活動はさすがに難しい時期となってい
ますが、もう少し涼しくなってくると更に活動は活発となり
更ににぎやかになるのではないでしょうか。

動かす事の専門家である理学療法士が半日の活動カリキュラ
ムを作り上げていきます。
中にはテーブルで談話をしたり、オープンキッチンで調理を
したり、リハビリ機器での運動をしたり、短い時間の中で様々
な活動を通して楽しく機能訓練が行われていました。
職員も高齢者も皆が笑顔で楽しく過ごしているのが印象的な
施設です。衰退していく身体の機能を維持していくというの
は高齢者にとって簡単な事ではありません。ここでは機能訓
練をするという感覚ではなく、この場所に来て楽しく会話を
する・活動する事が、機能回復に繋がっていると感じました。

9.13
2024

( 金 ) 14:30-16:30
エキニア横浜 4階 THE POINT セミナールーム「4L」

開催決定
開催日時・場所等が決定次第、福祉施設研究所 HP にて公表致します。

ワークショップ付セミナー

福祉施設研究所 HP
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　埼玉県春日部市の「縁ゆかり春日部センター」
の増築工事の現場が進行中です。この日は基礎
のコンクリート打設が行われ、平面的な建物の
ボリュームが見えてきたところです。建物の主
要構造は鉄骨造ですが、基礎部分については鉄
筋コンクリート造となり、こうしてコンクリー
トの中の鉄筋が組まれ、型枠をたて、コンクリー
ト流し込んでいく作業は既存建物を利用する高
齢者や職員にとっては新鮮な風景です。施設を
運営しながら隣で建設工事が進んでいくのも楽
しみのひとつかもしれませんね。
　昨今の建設業界は職人不足や、職人の高齢化、
労働時間の短縮などから工期が長くなり、価格
高騰にもつながるという状況ですが、さまざま
な問題を解決しながら工事は進んでいきます。
なかなか先の読みにくい状況ですが、こうした
時代でも物づくりの職人さんたちは頑張ってく
れています。いよいよこちらの現場も９月末に
はこの上部に鉄骨のフレームが立ち上がってき
ます。仕上げ材の最終確認や細かい機能的な要
素を議論しながら現場は進んでいきます。春日
部市の伝統工芸でもある桐箱の桐材をうまくア
レンジしながら、外部には藤棚のある散策路を
設け、地域の方々が気軽に立ち寄れる場所にな
ればと考えています。来年早々のオープンに向
けて今から完成が楽しみです。

　福岡県久留米市にて「障害者支援施設北野学園」
の建替え工事が進行中です。
敷地周辺は川、山、畑に囲まれた豊かな地域です。
運営中の既存建物と同じ敷地に新しい施設を建てる
工事で、新しい建物ができたあと、引っ越す、既存
建物を解体、外構工事と段取りが多く１年以上の工
期です。現在は鉄骨の建て方工事が始まっていて、
やっと少しだけ形が見えてきたところです。
同じ敷地内での工事のため安全に気を使いますが、
利用者や職員にとっては新鮮な風景かと思います。
鉄骨工事が始まる前には鉄骨工場にて検査を行いま
す。最近は工場での製作に３Dデータを用いるため
以前より相互理解がしやすく、施工でのポイントも
わかりやすくなってきています。
　検査は部材の種類・大きさ・厚み・溶接の種類・
溶接は適切に行われたかなど、設計監理者だけでは
なく、鉄骨検査専門の第三者も加わって検査を行い
ます。
　利用者がその日・その時の気分で選べるように大
小さまざまな居場所を設けています。敷地が比較的
広いこともあり、完成後はオープンな広場のある地
域に開いた施設になる予定です。この広場を通じて
利用者と地域が接点を持ち、地域になくてはならな
い福祉施設になって欲しいです。

た だ い ま 現 場 進 行 中

『障害者支援施設北野学園』

　
令
和
６
年
１
月
１
日
夕
方
、
新
年
を
迎
え
た
楽
し
い
時
間
は

能
登
半
島
地
震
に
よ
り
一
瞬
に
し
て
緊
迫
し
た
状
況
へ
と
切
り

替
わ
り
ま
し
た
。
T
V
も
お
正
月
特
番
が
一
気
に
報
道
番
組
に

切
り
替
わ
り
、
避
難
を
呼
び
か
け
る
報
道
、
翌
日
か
ら
は
甚
大

な
被
害
状
況
を
目
の
当
た
り
に
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
建
築
設
計
を
業
と
し
て
い
る
者
に
と
っ
て
、
地
震
や
台
風
な

ど
の
自
然
災
害
は
常
に
気
に
し
て
い
ま
す
が
、
当
時
福
井
で
工

事
中
だ
っ
た
現
場
の
状
況
が
気
に
な
り
、
元
日
に
も
関
わ
ら
ず

現
場
所
長
に
状
況
確
認
を
し
ま
し
た
。
敦
賀
市
で
は
大
き
な
被

害
は
出
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
現
場
で
積
み
上
げ
て
き
た
構

造
体
や
仕
上
材
の
状
況
が
と
て
も
心
配
で
し
た
。

　　
各
所
で
の
被
害
の
情
報
は
報
道
で
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、

詳
細
な
情
報
や
福
祉
施
設
や
利
用
者
の
情
報
が
少
な
い
な
か
で
、

S
N
S
等
で
生
の
状
況
を
知
る
事
も
で
き
ま
し
た
。
古
い
住
宅

に
住
む
方
々
は
長
く
地
元
で
暮
ら
し
て
い
る
方
が
多
く
、
高
齢

者
の
比
率
は
当
然
高
く
な
る
と
い
う
事
と
、
一
人
暮
ら
し
も
多

い
の
で
は
と
感
じ
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
津
波
対
策
や
地
震
へ
の
備
え
で
被
害

を
軽
減
で
き
た
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り
高
齢
者

や
障
害
者
の
方
々
の
避
難
や
そ
の
後
の
生
活
は
と
て
も
厳
し
く

困
難
な
も
の
に
な
る
の
で
は
と
心
配
に
な
り
ま
す
。
特
に
普
段

か
ら
自
身
の
自
立
し
た
生
活
に
お
い
て
も
日
常
動
作
が
や
っ
と

の
方
で
施
設
に
も
入
ら
ず
ご
自
宅
で
過
ご
し
て
い
る
方
も
多
く

い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
う
し
た
方
々
が
有
事
の
際
の
「
避
難
」

に
つ
い
て
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
消
防
隊
や
自
衛
隊
な
ど
の
支
援
は
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、「
避
難
」
と
い
う
の
は
、
少
し
の
時
間
差
で
逃
げ
遅
れ

て
犠
牲
に
な
っ
た
り
怪
我
を
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
逃
げ

ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
に
陥
る
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
在
宅

で
生
活
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
や
障
害
者
に
と
っ
て
は
や
は
り
地

域
の
助
け
合
い
が
、
生
死
を
左
右
す
る
く
ら
い
の
大
き
な
要
素

に
な
り
え
る
と
い
う
事
で
す
。

　
地
域
福
祉
の
活
動
の
多
く
は
社
会
福
祉
法
人
が
運
営
し
て
い

る
場
合
が
多
く
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
の
経
験
か
ら
全
国
各
地
の

社
会
福
祉
法
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
助
け
合
い
の
輪
が
ひ
ろ
が

り
、
震
災
後
、
他
県
の
社
会
福
祉
法
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
被
災
地

の
社
会
福
祉
施
設
の
支
援
に
乗
り
出
す
活
動
も
積
極
的
に
動
い

て
い
る
こ
と
、
ま
た
現
地
の
介
護
ス
タ
ッ
フ
も
被
災
者
で
あ
る

た
め
困
っ
て
い
る
方
は
多
く
、
こ
う
し
た
支
援
の
仕
組
み
や
つ

な
が
り
が
強
く
な
っ
て
い
る
事
は
素
晴
ら
し
い
事
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　　
非
常
食
や
災
害
対
策
用
品
の
備
え
も
大
事
な
事
で
す
が
、
第

一
に
地
域
で
の
助
け
合
い
の
意
識
や
普
段
か
ら
の
係
わ
り
、
交

流
が
大
き
な
災
害
対
策
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

私
達
が
設
計
で
か
か
わ
る
社
会
福
祉
施
設
は
、
地
域
の
方
々
の

福
祉
避
難
所
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
災
害
時
に
対
す
る
ス
ペ
ー
ス
や
設
備
な
ど
出
来
る
事
、

備
え
ら
れ
る
事
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
は
ず
で
す
。
地
域
の
輪
が

災
害
に
強
い
施
設
を
創
り
、
そ
の
集
合
が
住
み
や
す
い
安
心
安

全
な
地
域
を
創
っ
て
い
く
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

福
祉
施
設
研
究
所
所
長　
裏
木
隆

災
害
へ
の
備
え

縁ゆかり春日部センター

障害者支援施設北野学園
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日々更新中！
最新情報は

　

こ
こ
半
年
ほ
ど
中
国
か
ら
の
高
齢
者
施
設
の
視
察
依
頼

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
が

落
ち
着
き
渡
航
し
す
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
中

国
も
日
本
と
同
様
に
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
日
本

の
介
護
の
現
状
や
運
営
方
法
な
ど
を
知
り
た
い
と
い
う
の

が
主
な
目
的
で
す
。

　

当
社
に
依
頼
が
あ
る
際
は
、
実
際
に
施
設
見
学
を
行
う

場
合
（
人
数
や
季
節
に
よ
る
）
と
セ
ミ
ナ
ー
（
大
人
数
の

場
合
）
で
の
事
例
説
明
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は

高
齢
者
施
設
は
社
会
福
法
人
や
株
式
会
社
で
運
営
す
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
国
が
異
な
れ
ば
制
度
も
異
な
る

た
め
、
ま
ず
は
介
護
制
度
の
仕
組
み
か
ら
理
解
し
て
も
ら

う
事
に
な
り
ま
す
。

　

埼
玉
県
春
日
部
市
で
運
営
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
増
築
計
画
で
す
。
春
日
部

市
内
で
と
て
も
人
気
の
高
い
施
設
で
、
多
く
の
理
学

療
法
士
が
在
籍
し
専
門
的
な
知
識
で
機
能
回
復
に
特

化
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
高
齢
者
の
需
要
も
高
く
、
既
存
の
ス
ペ
ー

ス
で
は
限
ら
れ
た
人
数
で
の
サ
ー
ビ
ス
で
し
た
が
、

よ
り
多
く
の
方
に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
想

い
で
定
員
を
増
や
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

道
路
と
の
境
に
は
藤
棚
の
散
策
路
を
設
置
し
、
誰

も
が
立
ち
寄
れ
る
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
地
域
の

方
々
の
憩
い
の
場
と
し
て
も
利
用
で
き
、
様
々
な
世

代
の
方
々
と
の
交
流
も
含
め
て
活
性
化
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
本
当
に
重
要
な
の
は
高
齢
者
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
の
か
、
空
間
ど
の
よ

う
な
空
間
が
必
要
な
の
か
、
心
地
よ
く
過
ご
し
て
も
ら

え
る
か
を
考
え
、
そ
れ
を
実
践
で
き
る
か
に
あ
り
ま
す
。

国
や
場
所
、
制
度
が
変
わ
れ
ど
そ
の
根
本
は
同
じ
だ
と

考
え
、
主
に
そ
の
理
念
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

中
国
か
ら
の
訪
問

�������� ������

　
「
ト
ー
ト
ー
メ
ー
に
ウ
ー
ト
ー
ト
ー
」

　
私
の
地
元
沖
縄
で
は
お
仏
壇
で
ご
先
祖
に

挨
拶
す
る
事
を
「
ウ
ー
ト
ー
ト
ー
」
と
言
い

ま
す
。「
ト
ー
ト
ー
メ
ー
」
は
位
牌
の
事
で
す
。

今
夏
は
沖
縄
の
お
盆
に
合
わ
せ
て
帰
省
し
、

息
子
は
初
め
て
沖
縄
の
お
盆
を
体
験
し
ま
し

た
。

ざ
っ
く
り
で
す
が
、

　
初
日
が
ウ
ン
ケ
ー
（
お
迎
え
の
日
）　

　
二
日
目
が
ナ
カ
ヌ
ヒ
ー　

　
三
日
目
は
ウ
ー
ク
イ
（
お
見
送
り
の
日
）　

と
な
っ
て
い
ま
す
。　

ウ
ン
ケ
ー
に
は
ウ
ン
ケ
ー
ジ
ュ
ー
シ
ー
（
炊

き
込
み
ご
飯
）
を
食
べ
て
お
迎
え
し
て
、

ウ
ー
ク
イ
は
ウ
チ
カ
ビ
（
あ
の
世
で
使
う
お

金
）
を
燃
や
た
あ
と
、
仏
壇
に
お
供
え
し
た

食
べ
物
や
お
花
も
一
緒
に
入
れ
、
ま
た
来
年

来
て
ね
ー
と
一
同
揃
っ
て
ウ
ー
ト
ー
ト
ー
し

ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
お

盆
の
期
間
は
各
自
治
会
や
青
年
会
単
位
で
エ

イ
サ
ー
が
踊
ら
れ
ま
す
。道
ジ
ュ
ネ
ー
と
言
っ

て
踊
り
な
が
ら
地
域
を
練
り
歩
き
ま
す
。

息
子
は
初
め
て
み
た
道
ジ
ュ
ネ
ー
に
圧
倒
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
お
盆
を
し
っ
か
り
と
体

感
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

お
盆
に
合
わ
せ
て
の
帰
省
は
約
十
年
ぶ
り

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
当
た
り
前
だ
っ
た
地

域
の
事
も
と
て
も
貴
重
に
感
じ
る
も
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
は
謎
解
き
は
好
き
で
す
か
？

　
私
は
謎
解
き
が
好
き
で
最
近
ハ
マ
っ
て
い

ま
す
。
謎
を
解
く
達
成
感
や
爽
快
感
は
心
地

よ
く
て
、
特
に
街
歩
き
を
し
な
が
ら
謎
解
き

を
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
好
き
で
、
東
京
の
街
歩

き
の
謎
解
き
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
い
ま

す
。
事
前
に
買
っ
た
謎
解
き
グ
ッ
ズ
を
手
に

東
京
都
内
を
散
策
す
る
の
で
す
が
、
ま
る
で

探
偵
の
よ
う
な
気
分
で
謎
を
解
き
な
が
ら
、

様
々
な
場
所
を
訪
れ
る
の
は
冒
険
の
よ
う
で

胸
が
躍
り
ま
す
。
街
歩
き
と
謎
解
き
の
組
み

合
わ
せ
は
た
だ
の
観
光
と
は
一
味
違
う
、
新

た
な
発
見
が
待
ち
受
け
て
い
る
感
じ
が
す
る

の
で
す
。
今
ま
で
訪
れ
た
こ
と
が
な
い
よ
う

な
街
角
に
隠
れ
て
い
た
ス
ポ
ッ
ト
や
ロ
ー
カ

ル
な
魅
力
に
出
会
い
、
東
京
の
新
た
な
一
面

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
日
暮
里
の
商
店
街
で
一
息
つ
き
た
い
と
き

に
美
味
し
い
コ
ロ
ッ
ケ
を
食
べ
た
り
、
新
橋

の
鳥
森
神
社
に
訪
れ
た
り
、
謎
解
き
で
訪
れ

た
町
の
ロ
ー
カ
ル
な
魅
力
を
味
わ
い
、
新
た

な
発
見
に
心
を
躍
ら
せ
な
が
ら
、
謎
に
挑
戦

す
る
こ
と
が
謎
解
き
と
街
歩
き
の
醍
醐
味
で

す
。
丸
一
日
か
か
り
ま
す
が
、
と
て
も
充
実

し
た
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
今
ま
で
訪

れ
た
町
に
も
う
一
度
足
を
運
ん
で
み
よ
う
と

新
た
な
楽
し
み
に
も
生
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
謎
解
き
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
ら
「
次

の
町
に
は
何
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
？
」
と
冒
険

に
出
か
け
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

NOTE
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設計スタッフ

石山 裕貴
ゆうきいしやま

福祉施設研究所 副所長

真栄城 嘉敦
まえしろ よしのぶ

　

愛
知
県
豊
田
市
で
進
め
て
い
る
障
害
者
の
施
設

入
所
・
生
活
介
護
の
支
援
を
行
う
建
築
の
建
替
え

計
画
で
す
。
運
営
法
人
は
「
農
あ
る
暮
ら
し
」
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
主
に
自
然
栽
培
で
の
農
作
業
を

中
心
に
日
々
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
築
建
物
の
工
事
は
完
了
し
、
既
存
建
物
か
ら

の
引
っ
越
し
終
え
、
い
よ
い
よ
利
用
者
さ
ん
が
使

い
初
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
既
存
解
体
工
事
、

外
構
工
事
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　

集
落
や
村
を
つ
く
る
よ
う
に
棟
を
複
数
に
分
け

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
て
建
物
を
配
置
し
、
外

観
内
観
は
華
美
な
装
飾
は
せ
ず
素
朴
な
空
間
を
意

識
し
て
建
材
を
選
定
し
て
い
ま
す
。

　

床
下
に
蓄
熱
槽
を
備
え
、
輻
射
熱
で
の
冷
暖
房

と
し
て
お
り
、
室
内
の
温
度
差
が
少
な
い
快
適
な

温
熱
環
境
と
し
て
い
ま
す
。

　

　

福
岡
県
久
留
米
市
に
て
進
行
中
の
四
十
年
近
く

経
過
し
た
障
害
者
支
援
施
設
の
建
替
計
画
で
す
。

　

入
居
す
る
利
用
者
の
気
分
に
寄
り
添
え
る
よ
う

に
一
同
に
介
す
る
場
所
だ
け
で
は
な
く
、
少
人
数

で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
様
々
な
広
さ
の
居
場
所

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
広
い
計
画
地
を
利
用
し
て

建
替
後
は
公
園
の
よ
う
な
広
場
も
整
備
し
、
地
域

に
開
か
れ
た
施
設
に
な
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
開

か
れ
た
広
場
が
地
域
と
の
繋
が
り
産
み
、
関
係
性

を
育
ん
で
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

M
 village project

縁
ゆ
か
り
春
日
部
セ
ン
タ
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障
害
者
支
援
施
設
北
野
学
園

進
行
中
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

福
祉
施
設
研
究
所　

ス
タ
ッ
フ
の
近
況
！


